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火
を
消
し
て

　不
安
を
消
し
て

　
　
　
　
　
　
　

 

つ
な
ぐ
未
来

二
〇
二
三
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　

令
和
５
年
５
月
26
日
、
13
名
の
評
議
員
ご
出
席
の
も
と
定
時

評
議
員
会
が
愛
媛
県
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
４
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
並
び
に
監
査
報
告

の
の
ち
、
評
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
任
、
理
事
・
監
事
の

辞
任
に
伴
う
補
欠
選
任
つ
い
て
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

評
議
員
会
に
引
き
続
き
、
臨
時
理
事
会
が
行
わ
れ
、
松
前
町

消
防
団　

嘉
村
重
雄
団
長
が
中
予
支
部
長
に
選
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

評
議
員
会
で
は
、「
入
団
者
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
こ
と
」
に
つ
い
て
、
出
席
者
の
み
な
さ
ま
か
ら
意
見
を
伺
い

ま
し
た
。

・
中
心
部
と
山
間
部
で
二
極
化
し
て
い
る
。

・
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
と
人
口
減
少
の
あ
お
り
を
受
け
、
入

団
の
声
掛
け
を
し
よ
う
に
も
人
が
い
な
い
状
態
で
あ
る
。
ま

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
消
防
協
会

　
　
　定
時
評
議
員
会
・
臨
時
理
事
会

　開
催

第
98
回
殉
職
消
防
職
団
員
慰
霊
祭

　

令
和
５
年
５
月
30
日
（
火
）
午
前
10
時
30
分
か
ら
愛
媛
県

護
国
神
社
（
松
山
市
御
幸
町
）
に
お
い
て
、
第
98
回
殉
職
消

防
職
団
員
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
４
年
ぶ
り
に
た
く
さ
ん
の
方
に
参
列
い
た
だ
け
た

厳
粛
な
祭
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

御
霊
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

地
域
消
防
を
担
う
も
の
と
し
て
、
様
々
な
災
害
に
対
し
、
消

防
活
動
を
行
う
際
の
安
全
管
理
に
今
後
も
努
め
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

ご
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

慰
霊
祭
終
了
後
、
遺
族
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
４

年
度
事
業
報
告
と
令
和
５
年
度
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
、
９

月
14
日
開
催
予
定
の
全
国
慰
霊
祭
の
参
列
者
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　

今
年
の
愛
媛
県
消
防
大
会
は
、
愛
媛
県
議
会
環
境
保
健
福
祉
委
員
長
、
愛

媛
県
警
察
本
部
長
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
愛
媛
県

下
多
数
の
消
防
・
防
災
関
係
者
の
参
加
を
得
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
全
国
各
地
で
消
防
組
が
結
成
さ
れ
１
３
０
年
・
自
治
体
消

防
制
度
発
足
75
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
愛
媛
県
警
察
本
部
音
楽
隊
に
出

演
い
た
だ
き
、
荘
厳
で
華
や
か
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

意
見
体
験
発
表
で
は
、新
居
浜
市
消
防
団　

森
松
利
行
さ
ん
に
よ
る
「
今
、

私
に
で
き
る
こ
と
。」、
西
予
市
消
防
本
部　

山
本
愛
さ
ん
に
よ
る
「
地
元
団

員
と
連
携　

一
歩
踏
み
込
ん
だ
救
命
処
置
」、
大
洲
市
・
内
子
町
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会　

二
宮
小
百
合
さ
ん
に
よ
る
「
大
洲
市
・
内
子
町
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
取
組
」
を
、
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
愛
媛
大
学
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー　

副
セ
ン
タ
ー
長
の
二
神
透
先
生

を
お
迎
え
し
、「
愛
媛
県
に
お
け
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の
備
え
」
と

題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
日
の
愛
媛
県
消
防
大
会
を
契
機
に
、
消
防
の
発
展
と
消
防
思
想
の
普
及

を
祈
念
し
、
愛
媛
県
消
防
協
会
長
か
ら
大
会
宣
言
案
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
会

場
の
み
な
さ
ま
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
愛
媛
県
消
防
大
会

日
時
：
令
和
５
年
５
月
30
日
（
火
）
13
：
30
～
15
：
40

場
所
：
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
サ
ブ
ホ
ー
ル

大 会 宣 言

1894年2月9日、勅令を受け、消防組が結成されて以来、
先人たちのご尽力により、
今日（こんにち）の消防団へと発展しました。
近年の自然災害の頻発化・激甚化や、
近い将来の発生が危惧される南海トラフ巨大地震など、
各種災害へ備えるため、これまで以上に連携した
消防力の強化が不可欠です。
消防団130年・自治体消防制度発足75周年を迎えるにあたり、
私たち消防人、一人ひとりが誇りを持ち、
迅速かつ的確に、住民の安全安心を確保していけるよう、
日々、地域に根付いた消防防災活動に努め、
信頼に足る消防機関として邁進することをここに宣言します。

　　令和5年5月30日

た
、
こ
こ
数
年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
消
防
団
の
イ
ベ
ン
ト
や
人
が
多
く
集
ま
る
場
所
で
の
広
報
活
動

が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
勧
誘
が
滞
っ
て
い
る
。

・
Ｕ
タ
ー
ン
を
し
た
住
民
や
町
民
に
活
動
内
容
が
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。
女
性
団
員
の
加
入
促
進
や
活
性

化
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

・
地
域
差
は
あ
る
が
、
若
者
へ
の
理
解
促
進
は
必
須
。
時
代
に
合
わ
せ
た
消
防
団
活
動
に
変
化
さ
せ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

・
若
く
し
て
退
団
す
る
人
も
多
い
の
で
、
30
年
以
上
長
く
所
属
し
て
も
ら
え
る
消
防
団
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

ど
う
に
か
し
た
い
が
即
効
性
の
あ
る
正
解
例
が
な
い
と
こ
ろ
で
、
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

る
の
が
現
状
の
よ
う
で
し
た
。
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愛
媛
県
消
防
協
会
東
予
支
部
合
同
訓
練
と
し
て
、
令
和
５
年

６
月
３
日
（
土
）
の
午
前
10
時
00
分
よ
り
、
四
国
中
央
市
土
居

町
に
あ
る
土
居
文
化
会
館
（
ユ
ー
ホ
ー
ル
）
に
て
、
愛
媛
県
土

木
部
河
川
課
よ
り
講
師
を
招
き
、
基
本
的
な
水
防
工
法
や
、
東

予
地
区
の
河
川
の
情
報
収
集
の
方
法
な
ど
、
消
防
団
員
が
知
っ

て
お
く
べ
き
知
識
や
情
報
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

　

台
風
２
号
の
影
響
で
前
日
ま
で
警
報
が
発
令
し
て
お
り
、
本

市
で
も
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
警
戒
活
動
に
あ
た
る
中
、

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
台
風
の
影
響
は
な
く
無
事
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
気
候
変
動
に
よ
る
大
雨
や
豪
雨
の
発
生
で
、
水
害
・

土
砂
災
害
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
発
生
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
今
一
度
、
水
防
工
法
等
に
つ
い
て
理
解
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
前
日
の
台
風
接
近
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
な
お
一
層
の
危
機
感
を
持
っ
て
今
回
の
講
演
会
を

聴
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
合
同
訓
練
は
四
国
中
央
市
が
受
援
側
、
新
居
浜
市
が

応
援
側
で
の
訓
練
と
し
、
西
条
市
消
防
団
、
今
治
市
消
防
団
及

び
上
島
町
消
防
団
か
ら
計
約
２
５
０
人
が
参
加
す
る
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。
講
師
の
方
か
ら
、
え
ひ
め
土
砂
災
害
情
報
マ
ッ
プ

を
利
用
し
、
土
砂
災
害
危
険
区
域
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
確

支
部
だ
よ
り

加か 

地じ　

英ひ
で 

雄お

四
国
中
央
市
消
防
団

副
団
長

愛
媛
県
消
防
協
会
東
予
支
部
合
同
訓
練
を
開
催
し
ま
し
た

覚
え
て
お
こ
う
！
浸
水
被
害
に
つ
い
て

認
し
、
身
の
回
り
で
起
こ
り
う
る
自
然
災
害
リ
ス
ク

を
知
る
方
法
や
、
え
ひ
め
土
砂
災
害
危
険
度
情
報
で

は
、
土
砂
災
害
危
険
度
情
報
や
雨
量
情
報
等
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
る
こ
と
な
ど
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
利
用
し
情
報
収
集
す
る
方
法
は
今
後
の
災

害
活
動
で
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

講
演
会
の
最
後
に
講
評
と
し
て
、
四
国
中
央
市
消

防
団　

久
米
幸
一
消
防
団
長
（
愛
媛
県
消
防
協
会
東

予
支
部
長
）
よ
り
、「
防
災
力
は
、
ご
存
じ
の
と
お

り
日
頃
か
ら
地
域
内
で
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
お
く

こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。
地
域
に
根
差
し

た
、
我
々
消
防
団
員
が
講
義
の
中
で
習
得
し
た
知
識

を
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
団
員
に
広
げ
、
さ
ら
に
は

地
域
の
人
た
ち
に
広
め
て
い
く
こ
と
で
防
災
力
は
非

常
に
高
く
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
で
手
を
携
え
広
め

て
い
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
近
隣
市
町
消
防
団

が
一
致
団
結
し
て
、
消
防
力
の
更
な
る
強
化
に
努
め

て
い
っ
て
欲
し
い
。」
と
締
め
く
く
り
、
大
変
有
意

義
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。
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阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
二
十
八
年
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
十
二
年
、
熊
本
地
震
か
ら
七
年
。
未
曾
有
の

激
甚
災
害
が
続
い
て
い
ま
す
。
直
近
も
群
発
地
震
報

道
が
多
く
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
は
い
つ
か
？
と
身

構
え
つ
つ
も
、
渦
中
の
新
型
感
染
症
こ
そ
複
合
災
害

で
は
？
と
。

　

私
の
住
む
三
島
町
を
含
む
中
村
地
区
は
、
北
山
崎

小
学
校
の
校
区
八
地
区
で
構
成
さ
れ
、
小
学
児
童

二
四
三
名
、
世
帯
数
二
、二
〇
〇
、
人
口
四
、八
〇
〇

人
。
八
地
区
共
に
広
報
区
長
が
自
主
防
災
会
長
を
兼

務
し
て
い
て
、
区
長
就
任
後
防
災
士
養
成
講
座
を
受

講
し
ま
す
。
必
然
的
に
防
災
意
識
は
高
く
、
足
並
み

は
揃
え
や
す
い
で
す
。

　

地
域
ご
と
に
立
地
環
境
も
風
土
も
違
い
、
想
定
す

る
災
害
は
異
な
り
ま
す
。
私
の
住
む
三
島
町
は
、
街

道
に
沿
っ
て
家
屋
が
並
ぶ
坂
道
が
続
き
ま
す
。
海
か

ら
の
風
も
強
く
、
風
街
道
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
北
西

下
手
か
ら
の
出
火
は
大
火
災
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

危
機
管
理
と
し
て
専
業
農
家
一
軒
を
除
き
、
一
切
の

野
焼
き
禁
止
掲
示
告
知
と
し
て
い
ま
す
。
家
庭
菜
園

を
趣
味
と
さ
れ
る
ご
家
庭
も
多
く
不
評
を
買
っ
て
い

ま
す
が
、
大
方
の
ご
家
庭
で
は
燃
え
る
家
庭
ゴ
ミ
と

し
て
処
置
戴
け
て
い
ま
す
。
戦
後
一
件
の
ボ
ヤ
も
出

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
不
評
な
が
ら
記
録
の
更
新
を
続

け
て
参
り
ま
す
。

　

八
地
区
の
個
別
防
災
は
さ
て
お
き
、
共
通
し
た
二

次
避
難
所
を
小
学
校
と
設
定
し
て
い
て
、
毎
年
十
一

月
に
合
同
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
近
年
は

感
染
対
策
と
し
て
動
員
数
を
セ
ー
ブ
、
接
触
を
防
ぐ

一
般
住
民
の
防
災
活
動
等

中な
か　

井い　
　

淨
き
よ
し

伊
予
市
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会

　

女
性
消
防
隊
の
消
防
技
術
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
も
っ
て
地
域

に
お
け
る
消
防
活
動
の
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
４
年
ぶ
り
の

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

愛
媛
県
か
ら
は
、
今
治
市
消
防
団
今
治
方
面
隊
の
女
性
消
防
団
員
が
出

場
し
ま
す
。
１
隊
７
名
で
構
成
さ
れ
、
５
名
が
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
を
披

露
し
ま
す
。

木
原(

智)

隊
長
か
ら
の
一
言

　

令
和
元
年
11
月
、
西
予
市
明
浜
分
団

の
み
な
さ
ん
が
出
場
す
る
第
24
回
全
国

女
性
消
防
操
法
大
会
を
視
察
し
、
早
や

４
年
。
操
法
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
長
期
間
の

延
期
と
な
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保

つ
の
が
苦
し
い
時
期
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
お
互
い
を
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
訓
練
に
励
ん
で
き

ま
し
た
。
よ
う
や
く
迎
え
る
晴
れ
の
舞

台
で
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
遺
憾
な
く

発
揮
で
き
る
よ
う
、
現
在
、
最
後
の
仕

上
げ
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

大
会
に
出
場
す
る
に
あ
た
り
、こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
団
員
、

地
域
の
方
々
へ
の
感
謝
は
、
言
葉
に
な
ら
な
い
ほ
ど
で
す
が
、
な
に
よ
り

一
緒
に
訓
練
に
励
ん
だ
仲
間
と
指
導
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
今
治
市
消

防
本
部
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
過
ご
し
た
時
間
が
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
「
気
力
・
体
力
・
技
術
力
」
は
も
と
よ
り
、
団
結
力
を
高
め
て
い
る
こ

と
に
誇
り
を
持
ち
、
存
分
に
演
技
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
大
会
は
、
皆
様
が
安
全
に
、
か
つ
安
心
し
て
来
場
い
た

だ
け
る
よ
う
、
大
会
参
加
者
に
つ
い
て
は
、「
各
都
道
府
県
か
ら
原
則
と

し
て
60
人
程
度
と
す
る
。」
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
長

災
害
は
時
を
待
た
な
い

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
が

　
　
　
　
　
　開
催
さ
れ
ま
す
！

日
時
：
令
和
５
年
10
月
21
日
（
土
）
９
時
か
ら
（
雨
天
決
行
）

場
所
：
東
京
臨
海
広
域
公
園

意
味
か
ら
模
擬
救
助
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
等
割
愛
、
専
任

講
師
に
よ
る
座
学
中
心
と
し
一
六
〇
名
強
の
参
加
を

得
て
い
ま
す
。
開
催
の
テ
ー
マ
は
、
災
害
は
時
を
待

た
な
い
‼
で
す
。
八
地
区
か
ら
徒
歩
で
体
育
館
前
に

避
難
、
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
・
垂
直
避
難
、
避
難
所
開

設
手
順
に
沿
い
地
域
別
に
予
め
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た

ゾ
ー
ン
に
移
動
す
る
訓
練
の
ほ
か
、
防
災
備
品
の
展

示
や
非
常
食
の
試
食
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
も
務
め
て

お
り
、
会
合
の
た
び
に
防
災
講
座
を
組
込
み
、「
老

人
こ
そ
率
先
避
難
者
た
れ
‼
」
を
し
つ
こ
く
伝
え
て

い
ま
す
。「
わ
し
ゃ
～
も
う
え
え
‼
」
は
禁
句
。
レ

ス
キ
ュ
ー
に
来
て
く
れ
る
若
者
の
命
を
守
る
為
に

も
、「
必
死
で
逃
げ
ろ
」
を
伝
え
て
い
ま
す
。「
死
ん

で
も
逃
げ
ろ
‼
」
と
。

　

同
時
に
雑
談
の
中
で
、
寝
室
、
過
ご
す
時
間
の
多

い
場
所
、
常
用
薬
を
聴
き
取
り
、
三
名
の
総
代
、
民

生
委
員
と
共
有
し
て
い
ま
す
。
大
地
震
で
の
高
齢
者

の
圧
死
を
減
ら
し
た
い
で
す
ね
。
有
事
で
は
強
力
な

助
っ
人
が
現
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
が
、
一
定
レ

ベ
ル
の
ス
キ
ル
を
持
つ
集
団
が
い
れ
ば
心
強
い
も
の

で
す
。
地
道
に
次
な
る
防
災
士
を
育
て
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
は
新
型
感
染
症
と
い
う
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
活
況
時
に
戻
す
の
で

は
な
く
、
新
し
い
時
代
に
即
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

創
出
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
今
後
は
防
災
の
在
り
方

も
訓
練
も
鮮
度
を
以
っ
て
考
え
直
し
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。
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● 点検・報告・整備・工事
○ 消防用設備等・特殊消防用設備等 ○ 各種消火器

○ 防火対象物点検・防災管理点検 ○ 住宅用火災警報器

○ 防火設備点検 ○ その他各種防災用品

○ 連結送水管の配管耐圧試験 ○ 消防ポンプ自動車

○ 消防用ホース耐圧試験

E-mail : yons@ss4800.jp

～高度な技術で安心をお届けする～

株式会社　四 国 消 防

〒 790-0952 松 山 市 朝 生 田 町 １ 丁 目 7 番 21 号

電 話  （ ０ ８ ９ ） ９ ３ ４－ ４ ８ ０ ０

Ｆ Ａ Ｘ  （ ０ ８ ９ ） ９ ３ ４－ ５ ５ ３ ３

● 消防用機器等の販売

応
募
方
法

　

所
属
学
校
も
し
く
は
各
市
町
消
防
団
担
当
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

　

各
市
町
消
防
団
担
当
締
切
：
令
和
５
年
９
月
６
日
（
水
）

表
彰
等

　

愛
媛
県
消
防
協
会
入
選
者
‥
‥
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈

令
和
５
年
度
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
図
案
募
集

●
募
集
の
目
的

　

生
活
協
同
組
合
全
日
本
消
防
人
共
済
会
は
、
令
和
５
年
度
全
国
統

一
防
火
標
語
「
火
を
消
し
て

　不
安
を
消
し
て

　つ
な
ぐ
未
来
」
に

あ
わ
せ
て
、
子
供
達
が
自
由
な
発
想
で
イ
メ
ー
ジ
し
絵
画
と
し
て
表

現
す
る
こ
と
で
、
正
し
い
火
の
取
扱
い
を
考
え
な
が
ら
火
遊
び
や
火

災
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
防
火
に
関
す
る
意
識
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
図
案
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
者

　

全
国
の
４
年
生
以
上
の
小
学
生
及
び
中
学
生

●
図
案
の
形
態

①
用
紙
は
、
市
販
の
画
用
紙
（
四
切
）
縦
書
き

②
図
案
は
、
未
発
表
の
も
の
で
防
火
標
語
に
合
致
す
る
も
の

③
図
案
の
み
の
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
。

※
防
火
標
語
の
よ
う
な
文
字
が
入
っ
て
い
る
図
案
や
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
ペ
イ
ン
ト
ソ
フ
ト
等
を
使
用
し
た
作
品

は
、
審
査
対
象
外
と
し
ま
す
。

第
23
回
全
国
中
学
生
「
防
火
防
災
に
関
す
る
」
作
文
募
集

●
募
集
の
目
的

　

こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
地
域
防

災
の
た
め
日
夜
活
動
し
て
い
る
消
防
団
に
つ
い
て
、
子
供
達
が
身
近

な
ふ
れ
あ
い
や
活
動
・
体
験
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
、
ま
た
受

け
止
め
て
い
る
か
を
文
章
で
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
と
消
防

団
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
自
主
的
な
防
火
防
災
の
意
識
の
高
揚
を
図

る
と
共
に
次
世
代
の
防
災
の
担
い
手
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

●
応
募
資
格
者

　

全
国
の
中
学
生

●
作
文
の
形
態

①
作
文
の
テ
ー
マ
「
消
防
団
、
明
る
く
元
気
な
地
域
と
と
も
に
」

②
作
文
の
タ
イ
ト
ル
は
自
由

③
用
紙　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
（
Ａ
４
規
格
）

④
原
稿
の
文
字
数　

８
０
０
字
以
上
１
２
０
０
字
以
内（
ワ
ー
プ
ロ
、

パ
ソ
コ
ン
等
で
の
出
力
も
可
）

⑤
原
稿
用
紙
の
１
行
目
に
は
作
文
の
タ
イ
ト
ル
、
２
行
目
に
は
学
校

名
、
学
年
、
氏
名
を
記
載
し
、
本
文
は
３
行
目
か
ら
記
載
し
て
下

さ
い
。

ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
♪

役　職 所　　　　　属

会 長 大 西 浩 司 松山市消防団長

副 会 長 久 米 幸 一 四国中央市消防団長（東予支部長）

副 会 長 嘉 村 重 雄 松前町消防団長（中予支部長）

副 会 長 松 岡 増 幸 愛南町消防団長（南予支部長）

理 事 武 智 邦 典 県市長会会長（伊予市長）

理 事 河 野 忠 康 県町村会副会長（久万高原町長）

理 事 別 府 聡 憲 県県民環境部防災局消防防災安全課長

理 事 村 尾 尚 登 県消防長会会長（松山市消防局長）

理 事 高 橋 裕 二 県消防長会（新居浜市消防本部消防長）

理 事 和 氣 和 清 県消防長会（大洲地区広域消防事務組合消防本部消防長）

理 事 渡 部 純 三 今治市消防団長

理 事 高 橋 公 一 西条市消防団長

理 事 立 野 好 仁 久万高原町消防団長

理 事 稲 垣 聖 治 宇和島市消防団長

理 事 矢 野 正 祥 大洲市消防団長

評 議 員 橋 本 武 県消防長会（東温市消防本部消防長）

評 議 員 浅 海 宏 貴 県消防長会（愛南町消防本部消防長）

評 議 員 山 内 敏 男 新居浜市消防団長

評 議 員 加 納 博 幸 上島町消防団長

評 議 員 藤 原 清 久 今治市消防副団長

評 議 員 戸 田 基 西条市消防副団長

評 議 員 村 上 豊 司 四国中央市消防副団長

評 議 員 森 眞 和 東温市消防団長

評 議 員 松 永 久 富 砥部町消防団長

評 議 員 山 田 久 雄 松山市消防副団長

評 議 員 梅 岡 公 胤 伊予市消防副団長

評 議 員 水 口 泉 松前町消防副団長

評 議 員 廣 瀬 吉 孝 西予市消防団長

評 議 員 谷 岡 和 彦 内子町消防団長

評 議 員 岡 田 和 也 伊方町消防団長

評 議 員 渡 邊 広 道 松野町消防団長

評 議 員 渡 辺 正 弘 鬼北町消防団長

監 事 曽 我 部 輝 寛 新居浜市消防副団長

監 事 小 笠 原 貴 雄 伊予市消防団長

監 事 藤 原 展 嘉 八幡浜市消防団長

氏　名

令和5年度　　愛 媛 県 消 防 協 会 役 員 等

（令和5年5月26日現在）

▼あなたのまちの担当▼

市町名 局番 TEL

松山市 　 松山市消防局 地域消防推進課 089 926-9229

今治市 今治市消防本部 総務課 0898 32-2755

宇和島市 宇和島市役所 総務企画部　危機管理課 0895 24-1111

八幡浜市 八幡浜市役所
総務課　危機管理・原子力対策室
消防交通防犯係 0894 22-3111

新居浜市 新居浜市消防本部 消防総務課 0897 65-1340

西条市 西条市消防本部 総務課 係 0897 56-0250

大洲市 大洲市役所 危機管理課 0893 24-1742

伊予市 伊予市役所 総務部　危機管理課 089 982-1218

四国中央市 四国中央市消防本部 警防課 0896 28-6935

西予市 西予市消防本部 消防総務課 0894 62-4700

東温市 東温市消防本部 総務予防課（係） 089 964-5211

上島町 上島町消防本部 消防防災課 0897 77-3166

久万高原町 久万高原町消防本部 消防総務課 0892 21-2411

松前町 松前消防署 危機管理担当（事務担当） 089 984-3404

砥部町 砥部町役場 総務課　危機管理室 089 962-6110

内子町 内子町役場 総務課 危機管理班 0893 44-2111

伊方町 伊方町役場 総務課危機管理係 0894 38-0211

松野町 松野町役場 防災安全課 0895 42-1111

鬼北町 鬼北町役場 危機管理課 0895 45-1111

愛南町 愛南町消防本部 庶務課 0895 72-0119

担当部署

各応募に関しては、
あなたの市町の消防団担当まで
お問合せください。

⇩




